
第３号様式（第７条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞ 2025 年 5 月 6 日 

事業者情報 

事業者名 株式会社 SUIHO SPACE INNOVATIONS 

代表者 職・氏名 
職名 代表取締役 

氏名 柚沢 誠 

ホームページ URL（任意） https://www.suiho-space.co.jp 

事業者ロゴ（任意） 

 

 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

弊社は 2030年には持続可能な宇宙輸送手段である長寿命再使用型ロケットの実用化を目

指します。開発において必要な炭化水素系燃料の使用量を削減し、アジャイル型モデルベ

ース開発を中心とした開発手法を導入する先進企業を目指します。 

航空宇宙産業では非常に少ない、ジェンダー平等な会社を目指し、資格取得・育児環境の

整備に尽力しつつ、大田区の事業所を中心とした製造業の皆様との協業に尽力します。 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可） 

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

    ●  

      

 〇 〇 ●  〇 

     

 

〇 ●  ●   



目標の達成に向けた重点的な取組内容等 

分野 

(該当分野に 

チェック) 

(複数選択可) 

ＳＤＧｓゴール

(メイン・サブ)

の数字を記入 

（複数記入可） 

目標の達成に向けた重点的な取組 

①  

経済 ☐ 【メイン】 

 9 13 

【サブ】 

 12 14 

【社会課題・環境課題の解決】 

・現在の宇宙輸送機は使い捨てであり宇宙空間や海へ

破棄され、燃料も化石燃料が 90%以上を占めます 

・これらを解決する新技術の実用化を目指します 

社会 ✓ 

環境 ✓ 

②  

経済 ✓ 【メイン】 

 5 8 

【サブ】 

 10 16 

【就業環境・平等性の改善】 

・社員が積極的に資格取得できる、および育児が行え

る業務環境を整えるため、社内規程・制度を整備しま

す 

社会 ✓ 

環境 ☐ 

③  

経済 ✓ 【メイン】 

 9 12 

【サブ】 

 13 

【開発にかかる産業廃棄物の削減】 

・現在は宇宙輸送機の開発に多くの産業廃棄物が排出

され、かつ多量の化石燃料が使用されています 

・IT 技術を中心とした最新の開発手法を導入し、これ

らの削減を目指します 

社会 ☐ 

環境 ☐ 

 

進捗報告 

 進捗状況（１年目） 進捗状況（２年目） 進捗状況（３年目） 

①  

・ロケットの再使用化に向

けた新製品を開発し販売を

開始しました。 

・大田区企業との密な取引

により、新製品の納期を

20%短縮するとともに供給

能力を強化しました。 

  

②  

・育児・介護休業規程とコ

ンプライアンス規程を整備

しました。 

・テレワークを導入し、柔

軟な働き方を可能にしまし

た。 

  

③  
・エンジン燃焼試験におけ

る新規制御技術を導入し、

  



試験期間の短縮とともに使

用燃料を 20%削減しまし

た。 

・通常破棄していた積層造

形用材料の回収・再利用に

成功し、材料消費を 30%削

減しました。 
 


